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事　業　概　要

きょうと元気な地域づくり応援ファンド支援事業
平成 23年度　事例集

福祉の向上・子育て支援

辰馬　雅子さん

http://sensyou.jp/
代表：辰馬　雅子
業種：料飲業
創業：平成 12（2000）年　設立：平成 11（1999）年
住所：〒 615-0051　京都市右京区西院安塚町 23
TEL：075-322-1913　　FAX：075-322-1914

京料理せんしょう

女
　
将

39
　少子高齢化、核家族化など、家族形態に関する社会構

造は近年大きく改変し、これに伴い冠婚葬祭の簡素化、

外食文化の拡大など、食生活に関わる状況も大きく変化

しています。「子どもからお年寄りまで、お元気な方か

らお体に自由がきかない方まで、どんなお客様にも満足

してお料理を楽しんでいただきたいんです」と、女将の

辰馬雅子さんが熱く語ってくださるその言葉の裏には、

私たちが忘れてはいけない、家族の時間を大切にしてほ

しい、という思いがたくさん詰まっているのです。

　京料理せんしょうは、車いすでも京料理が楽しめる貴

重なお店です。それだけでなく、お身体の不自由な方

や、乳幼児連れにも安心してくつろいで頂けるよう、完

成度の高いバリアフ

リー店に改修しまし

た。その結果、法事

やお祝い事など、昔

は自宅で行っていた

家の行事ごとをその

ままお店で実現する

ことが可能になり、

お客様からは「まる

で我が家のようにく

つろげます」とおっ

しゃっていただける

そうです。

　創業 12 年、高級割烹から始まったお店は、バブルが

弾け、想定していたサラリーマン層への需要が伸びず、

経営に頭を悩ませて起業家塾に駆け込んだ女将。改めて、

家族で楽しめるお料理を提供することを信念として、再

度奮起することに決めたそうです。それでも、価格を落

とさずにおもてなしを大切にするためには付加価値が必

要。専門家派遣制度を活用して店内のバリアフリー改修

を検討します。「出会った先生方がとても良い方ばかり

で、計画から詳細な設計に至るまで、大変お世話になり

ました」と、当時を振り返っておっしゃいます。

　改修に当たっては、京町家レストランなどに多い、照

明を落とした雰囲気はこのお店にはなじまないと感じ、

できるだけ明るい雰囲気を作りつつ、でも明るすぎる照

明は使わないなど、内装やしつらえにもひとつひとつこ

だわりが。また、階段には昇降機や大人用と子供用の高

さの異なる２つの手摺を設置し、２階は車いすで移動が

可能な畳や鴨居（かもい）に変え、一部スペースを授乳

や救急のための控え室にしました。また、お手洗いはき

め細やかな設計で機能的かつゆったりとしたスペースを

設けることができました。お食事用の机と椅子も車いす

の方と健常者の方の目線が同じになるように考えられて

おり、どなたかを特別扱いするのではなく、ご一緒に食

事を楽しんでいただくための配慮をさりげなく取り入れ

られています。

 

 

　「とは言っても、うちの商品は自慢のお料理です」と

女将。特にリーズナブルに京料理が楽しめる平日限定ラ

ンチは、カロリーの面からも旬の京野菜をたっぷり使っ

ていることから、公益社団法人京のふるさと産品協会「旬

の京野菜提供店」に選出されました。お子様連れのお母

様にも大変好評いただいているそうです。また、美しく

箱に盛りつけたお料理は、スプーンですくいやすく高齢

者でも食べやすいということで、法事でのご活用が増え

たそうです。

　お料理から店内のしつらえまで、まさに４世代で楽し

める京料理のお店は、ご家族を見守る暖かい存在でもあ

るのです。
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